
かごしま 市民のひろば 年（平成 年） 月 号

新年あけましておめでとうございます。
今年は辰年。新幹線パワーを生かしてまちをもっと元気にするため

には、市民のみなさんの観光客へのおもてなしが大切です。パズルを
解きながら、かごしまの魅力を再発見。あなたも鹿児島のもの知りタ
ツ人になって、九州新幹線などで本市を訪れる観光客の皆さんに、わ
がまち鹿児島を紹介しましょう。
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鶴鶴丸丸城城・・二二のの丸丸のの庭庭園園だだっったた鶴丸城・二の丸の庭園だった

探探 勝勝 園園跡跡ににああるる島島津津久久光光探 勝 園跡にある島津久光
（（左左））・・忠忠義義（（右右））父父子子のの像像（左）・忠義（右）父子の像
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鶴
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島津家の中でも名君といわれた第
代当主の は、

当時の外国の軍事力に対抗するため、
集成館事業として、積極的な技術の導
入、人材の登用などで、造船、製鉄、
ガラス、薬、紡績、電信などさまざま
な分野で事業を進めました。

昭
和
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定
さ

れ
た
市
の
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は

で
す
。
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た
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長
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発
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時
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れ
ま
し
た
。

プ レ ゼ ン ト
正解者の中から抽選で賞品を差し上げます。
スパランド賞 スパランド裸・楽・良ペア宿泊券… 組
新 春 賞 宮下純一さんのサインと鴨池公園水泳

プール大人回数券（ 冊）… 人
水 族 館 賞 かごしま水族館入館招待券… 人

プ レ ゼ ン ト

平平成成 年年 年年度度平成 年 年度
ののままちちづづくくりりのの基基のまちづくりの基
本本指指針針ととななるる第第五五本指針となる第五
次次総総合合計計画画でではは次総合計画では
人人・・ままちち・・みみどど人・まち・みど
りり みみんんななでで創創るるり みんなで創る
““豊豊かかささ””実実感感都都“豊かさ”実感都
市市・・かかごごししまま をを市・かごしま を
都都市市像像ととししてていいまま都市像としていま
すすす

鹿鹿児児島島市市民民歌歌鹿児島市民歌
一一、、みみななみみのの空空にに青青空空にに一、みなみの空に青空に
ききょょううもも火火ををふふくくきょうも火をふく
ああああふふるるささととはは ふふるるささととははああふるさとは ふるさとは
生生ききるるよよろろここびび歌歌ううままちち鹿鹿児児島島 鹿鹿児児島島生きるよろこび歌うまち鹿児島 鹿児島
ゆゆたたかかなな鹿鹿児児島島 ゆゆたたかかなな鹿鹿児児島島ゆたかな鹿児島 ゆたかな鹿児島

二二、、錦錦江江湾湾にに潮潮みみちちてて二、錦江湾に潮みちて
わわかかいい息息吹吹のの陽陽ががののぼぼるるわかい息吹の陽がのぼる
ああああふふるるささととはは ふふるるささととははああふるさとは ふるさとは
花花ととみみどどりりののかかおおるるままちち花とみどりのかおるまち
鹿鹿児児島島 鹿鹿児児島島鹿児島 鹿児島
みみどどりりのの鹿鹿児児島島みどりの鹿児島
みみどどりりのの鹿鹿児児島島みどりの鹿児島

三三、、城城山山にに立立ちち三、城山に立ち
ああたたららししいいあたらしい
風風ののゆゆくくええをを風のゆくえを
みみつつめめよよううみつめよう
ああああふふるるささととははああふるさとは
ふふるるささととははふるさとは
夢夢がが未未来来へへ夢が未来へ
ひひららくくままちちひらくまち
鹿鹿児児島島 鹿鹿児児島島鹿児島 鹿児島
ああししたたのの鹿鹿児児島島あしたの鹿児島
ああししたたのの鹿鹿児児島島あしたの鹿児島
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は、今和泉
島津家に生まれ、のちに江戸幕府第
代将軍・徳川家定の御台所となり、徳
川家の存続に力をつくしました。

豊かな自然に恵まれた本市では、
農村地域の自然・文化・人々との

交流を楽しむグリーンツーリズムを推
進しています。
米作りなどの農業体験や、まつもと
フレッシュ館お茶畑（春山町）、

（本城町）などの農産物直売
所では新鮮な農産物を手に入れること
ができます。

江戸時代の宝暦 （ ）年、
幕府からの命を受け、薩摩藩
は など約 人

を派遣し、木曽・長良・揖斐の三
つの川の治水工事を行い、難工事
の末完成させました。

市民のみなさんも
ぜひご参加ください

鹿児島ぶらり
まち歩き は、
コースあり、
それぞれのテー
マに沿った鹿児
島の魅力を、一
緒に歩きながら
ご案内していま
す。
まち歩きのとき
には、単なる歴

史的な事実だけではなく、紹介
する人物の人柄が伝わるような
エピソードを交えるなど、親し
みがわくような案内ができるよ
うに努めています。
まちの片隅に建つちょっとした
石碑にも、奥深いエピソードが
詰まっています。観光客だけで
なく、市民のみなさんもぜひま
ち歩きに参加して、わがまちの
魅力を紐解いてみませんか。
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薩摩藩では地域で先輩が後輩を指導
するなど独特の教育方法である

が行われていました。
西郷隆盛、大久保利通など、明治維新で
活躍した多くの偉人もこの教育を受けて
育ちました。

人人ををももっってて城城ととななすす とといいうう考考ええにに人をもって城となす という考えに
基基づづいいてて造造らられれたた鶴鶴丸丸城城はは天天守守閣閣をを持持基づいて造られた鶴丸城は天守閣を持
たたなないい 屋屋形形づづくくりり のの城城ででししたたたない 屋形づくり の城でした

商商工工会会議議所所ビビ商工会議所ビ
ルル前前ににああるる誕誕ル前にある誕
生生地地のの碑碑付付近近生地の碑付近
ににはは、、 黒黒田田には、 黒田
清清輝輝（（せせいいきき））、、清輝（せいき）、
桜桜島島のの噴噴火火をを桜島の噴火を
描描くく とと題題しし描く と題し
たた観観光光オオブブた観光オブ
ジジェェ““時時

とときき

標標
ししるるべべ

””ジェ“時
とき

標
しるべ

”
がが設設置置さされれててが設置されて
いいまますすいます

緑緑豊豊かかなな場場所所ににあありり地地元元特特産産ののニニガガウウリリやや緑豊かな場所にあり地元特産のニガウリや
ナナババナナななどど新新鮮鮮野野菜菜ががたたっっぷぷりりのの 輝輝楽楽里里ナバナなど新鮮野菜がたっぷりの 輝楽里
（（ききららりり））よよししだだ館館（きらり）よしだ館

島津忠義が日本
初の洋式紡績所

を作ったときに外国
人技師の宿舎として
建設された
は、木造のモダン
な洋館で、国の重要
文化財に指定されて
います。

川川のの下下流流域域ななどど川川とと海海のの水水がが交交じじりり川の下流域など川と海の水が交じり
合合うう地地域域にに生生育育すするるメメヒヒルルギギ（（別別名名合う地域に生育するメヒルギ（別名
リリュュウウキキュュウウココウウガガイイ））リュウキュウコウガイ）

かかごごししまま近近代代文文学学館館のの 向向田田邦邦かごしま近代文学館の 向田邦
子子のの世世界界 ココーーナナーーでではは、、遺遺族族子の世界 コーナーでは、遺族
かからら寄寄贈贈いいたただだいいたた約約 点点ににから寄贈いただいた約 点に
おおよよぶぶ資資料料ををももととにに、、向向田田邦邦子子およぶ資料をもとに、向田邦子
のの残残ししたた作作品品のの世世界界にに触触れれらられれの残した作品の世界に触れられ
るる空空間間ととななっってていいまますする空間となっています

市
民
歌
は
、
市

民
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
市
民
の
連

帯
感
を
深
め
る
た
め
、

昭
和

年

月
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

昨昨年年 月月ににリリニニュューーアアルルオオーーププンンしし昨年 月にリニューアルオープンし
たた旧旧鹿鹿児児島島紡紡績績所所技技師師館館（（異異人人館館））ははた旧鹿児島紡績所技師館（異人館）は
世世界界遺遺産産のの暫暫定定リリスストトににもも登登録録さされれ世界遺産の暫定リストにも登録され
てていいまますすています

南南九九州州随随一一のの繁繁華華街街・・天天文文南九州随一の繁華街・天文
館館はは今今もも多多くくのの市市民民やや観観光光館は今も多くの市民や観光
客客ででににぎぎわわっってていいまますす客でにぎわっています

特 集特 集 特 集特 集

夏夏ごごろろ紅紅色色のの花花をを咲咲かかせせるる夏ごろ紅色の花を咲かせる
キキョョウウチチククトトウウ（（夾夾竹竹桃桃））キョウチクトウ（夾竹桃）

鎌倉時代から江戸時代まで、約
年にわたり薩摩を中心とした南九州

を治めた島津氏。その居城は東福寺城
（現・多賀山公園付近）、清水城（現・清
水中学校付近）、内城（現・大龍小学校）
と移りましたが、江戸時代の慶長
（ ）年に島津家久によって築かれた

が、以後幕末まで島津氏の
居城となりました。

桜桜島島港港をを起起桜島港を起
点点にに湯湯之之平平点に湯之平
展展望望所所やや赤赤展望所や赤
水水展展望望広広場場水展望広場
ななどどをを約約などを約
分分でで周周遊遊すす分で周遊す
るるササククララジジるサクラジ
ママアアイイラランンマアイラン
ドドビビュューードビュー

加加治治屋屋町町のの甲甲突突川川左左岸岸ににああるる歴歴史史ロローードド““維維新新ふふるるささとと加治屋町の甲突川左岸にある歴史ロード“維新ふるさと
のの道道””でではは、、郷郷中中（（ごごじじゅゅうう））教教育育のの中中でで受受けけ継継ががれれててききの道”では、郷中（ごじゅう）教育の中で受け継がれてき
たた いいろろはは歌歌 全全 首首のの原原文文とと意意訳訳をを紹紹介介ししてていいまますすた いろは歌 全 首の原文と意訳を紹介しています

権権現現造造りりのの““薩薩摩摩日日光光””権現造りの“薩摩日光”
花花尾尾神神社社でで島島津津家家ののルルーーツツををめめ花尾神社で島津家のルーツをめ
ぐぐっっててみみまませせんんかかぐってみませんか

コ ー ス
西郷隆盛“ 見よ勇者は帰る 城山へ”
薩摩義士のふるさとを訪ねる
東郷平八郎ゆかりの地と桜島 錦江湾の絶景散策
島津 年の歴史を訪ねて！藩主が眠る菩提寺 ゆかりの地散策
“龍馬を支えた小松帯刀”と薩摩 万石
篤姫ゆかりの地を歩く 大河ドラマロケ地と篤姫生家をめぐる
近代日本を築き多くの人材を輩出した加治屋町
“篤姫養父”島津斉彬の近代化遺産を歩く
桜島のビッグスケールを体感！美しい錦江湾を眺めながら
天文館のよかとこ！さるっもんそ！建築遺産・地名再発見
向田邦子“故郷もどき”とザビエル記念聖堂
ステーションおまかせコース

日本の歴史に燦然と輝く薩摩隼人の足跡を訪ねる！
“よかおごじょ”のわくわく天文館まち歩き！
ロシア皇太子ニコライが見た、薩摩の先人達
ジョン万次郎も教えた薩摩留学生たちの学び舎周辺散策

所要時間 約 時間 は約 時間
参加料 円（中学生以下は無料）

コ ー ス

錦錦江江湾湾にに浮浮かかぶぶ桜桜島島のの風風景景がが似似錦江湾に浮かぶ桜島の風景が似
てていいるるここととかからら、、本本市市はは 東東洋洋ていることから、本市は 東洋
ののナナポポリリ とともも言言わわれれまますすのナポリ とも言われます

島津家初代・忠

久の父母、源頼

朝と 丹後局
たんごのつぼね

を祀
まつ

っ

たといわれる花尾神

社。朱塗りの社殿は

彫刻や装飾が見事な

ことから

とも呼ばれ

ています。

申し込み 電話かファク
スで参加日の前日までに
鹿児島まち歩き観光ス
テーション （

）へ 参加日
の前々日まではホーム
ページ（

）から
も申し込めます

かごしまボランティアガイドの案内を受
けながら、市内のまち歩きを楽しめます。

地域の魅力を再発見してみませんか地域の魅力を再発見してみませんか

鹿児島ぶらりまち歩き

ナナポポリリ港港ととベベススビビオオ火火山山ナポリ港とベスビオ火山

照照国国神神社社ににああ照国神社にあ
るる島島津津斉斉彬彬像像る島津斉彬像

かごしまボラン
ティアガイド
烏山 信幸さん
（武岡一丁目）

のカギは
ここです

ススパパラランンドド裸裸・・楽楽・・良良スパランド裸・楽・良
（（東東俣俣町町））（東俣町）

平 川 賞 平川動物公園 ホワイトタイガーのぬいぐるみ… 人
桜 島 賞 レインボー桜島ランチ食事（ 円）券… 人
辰 年 賞 お楽しみ賞品… 人
応募資格 市内に住む人
申し込み はがきにパズルの答え、希望する賞、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、 かごしま市民のひろば へのご意見・ご感想を書いて、

山下町 広報課 新春パズル 係 へ（応募は 人 通）
賞の記入がないときは辰年賞とします
締め切り 月 日（消印有効）
発 表 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます
正解は来月号の かごしま市民のひろば で発表


